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碓氷峠鉄路再生研究会　作業報告

2022年1月　作業報告 作成日；R04.01.31

・冬枯れの間に、夏場には山ヒルや蝮が居て入れないエリアの灌木や藪を除去する作業を行った。

・下り線と上り線の間のスペースが藪になっているので草刈り機で刈って進入路を用意した。

・廃線から２４年が経ち、線路敷きの脇や法面に生えた木が大きくなり素人では伐採できないくらい大きくなっている。

　市民活動推進事業補助金を利用して専門家に伐採を依頼。２月下旬に実施予定。

作業日；２０日、２７日　延べ人数６人
1月20日

2 1月20日

3 1月27日

4 1月27日

作
業
後

省略
作
業
後

上下線間の枯れた藪を伐採 上下線間の藪に作業用の進入路を確保

下り線のコンクリート格子の取りつき点の灌木を伐採 コンクリート格子沿いに移動できるように進入路確保

省略
作
業
後

枯れ草と藪を除去して伐採の進入路を用意 上下線間の大きくなった木は専門家に伐採依頼予定

省略

上り線から下り線へ通じる階段が藪で塞がっている 階段を下りられるように整備
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後
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業
前
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